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【緒言】安全な水素社会を実現するためには、水素ガス漏洩を迅速かつ正確に検知できるセンサ

が必要不可欠である。我々は、貴金属を使用せず、室温で動作可能な新しい水素ガスセンサの

開発に取り組んでいる。本研究では、水晶振動子マイクロバランス (QCM: Quartz Crystal 

Microbalance） 法に着目し、水素分子吸着膜として、資源が豊富なダイヤモンド状炭素膜（DLC: 

Diamond-Like Carbon）の適用を試みた。また、DLC 膜に窒素を含有させた N-DLC 膜も作製し、

DLC 膜への窒素含有が水素ガスセンサ特性に及ぼす影響を評価した。 

【実験方法】DLC 膜は、黒鉛ターゲットに Ar/N2 混合ガスを用いたスパッタリング法を用いて、

水晶振動子基板上に成膜した。膜厚は約 100 nm に設定し、成膜条件として RF 電力 200 W、

ガス圧力 3.0 Pa を固定とし、N2 ガスの割合を 0 %, 50 %とした。水素ガスセンサ特性の評価は

Fig.1 に示す構成で、水素を QCM 基板上に暴露した際の水晶の共振周波数変化を計測した。

また、DLC 膜への水素ガス吸着メカニズム解明のため、水素ガス暴露前後の DLC 膜を全反射

法を用いた赤外分光法 (ATR-IR) にて測定した。 

【実験結果】DLC および N-DLC 膜を成膜した QCM 基板は水素暴露によって共振周波数が変化

し、水素センサ特性を示した。Fig.2 には、DLC 膜に水素ガスを暴露させた前後の ATR-IR ス

ペクトルを示す。炭素と水素の結合に対応するピークは 800 [cm-1]及び 2760-3150 [cm-1]付近で

検出されるが[1]、いずれの試料においても明確なピークは観察されなかった。この結果は、DLC

膜が水素に暴露されても化学的な結合が形成されず、物理吸着していることを示唆している。 
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Fig. 2 ATR-IR spectra of the DLC films as H2 purge. 

 
 

Fig.1 Diagram of H2 gas sensor  
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